
インバウンド旅行者消費で日本経済再興の方策

〜「する」「みる」「支える」スポーツ市場のつかみ方〜



そもそもこれからの日本にとって
何故インバウンドなのか？
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2016年3月 安倍内閣は「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定
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２０３０年に「インバウンド旅行者６０００万人、１５兆円」
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訪日外国人旅行者による消費は２０１９年実績で約５兆円

品目別輸出額と訪日外国人消費額の比較

出典：総務省「貿易統計」、観光庁「訪日外国人消費動向」をもとに弊社作成

2030年政府目標が

達成されれば

ナンバーワン外貨獲得産業

自
動
車
部
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

12兆円

自
動
車

半
導
体

鉄
銅

観
光

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

4.8兆円

15兆円
(2030年目標)

Copyright © 2022 WAmazing Inc. All Rights Reserved.



Hello World Copyright(C) WAmazing, Inc. All Rights Reserved.

人口減少には「自然減」と「社会減」がある

自然減とは

生まれる子供の数よりも亡くなるお年寄りの数
のほうが多いことによる人口減少

社会減とは

なんらかの社会的原因により地域から人口が
地域外に流出することによる人口減少
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人口が減ると失われるものは主に２つ

労働力

生産労働人口の減少により労働力が失われる
（AIとDX等による生産性向上、女性活躍、シニ
ア活躍などで頑張る）

消費力

人口減少により消費力が失われる
（消費は人間しかしない。ロボット不可）



2030年、人数は２倍弱、消費額は３倍強が国策としての目標

インバウンド市場規模の予測

6,000万人

単価アップ！

(消費額：15兆円)

(消費額：4.8兆円)

3,188万人

2030年2020-22年2019年

コロナ禍 将来
出典： JNTO「訪日外国人の消費動向調査」より弊社推計および作成



Hello World Copyright © 2022 WAmazing Inc. All Rights Reserved.

もし、2030年 6000万人15兆円が達成されれば
約５人の旅行者で１人の日本定住人口の年間消費をまかなうことが可能

130万円／１年間 25万円/一人当たりの消費額

日本人
（日本定住者）

訪日外国人旅行者
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Hello World Copyright(C) WAmazing, Inc. All Rights Reserved.

これからの日本、労働力不足と同時に深刻化する「消費不足」

消費なくして生産意味なし

観光消費はGDP（国内総生産）には様々な形で現れます
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観光客がパン屋で３００円のパンを買って食べた消費はGDP上は…？

小麦を生産した農家

が生み出した

付加価値１００円

農業

農家から小麦を買って

製粉した製粉会社の

付加価値１００円

製造業 小売業

製粉会社の小麦粉で

パンを焼いたパン屋の

付加価値１００円



インバウンド回復元年となった
2023年の振り返り
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2023年インバウンド消費額は
過去最高の約５．３兆円

消費額は政府が目標として掲げていた通
年5兆円を初めて突破した。目的別では
最も多かった宿泊費で1兆8289億円で、
買い物代が次いで1兆3954億円だった。
構成比でみると宿泊費は19年の29.4%か
ら23年は34.6%に増え、買い物代は
34.7%から26.4%に減った。

出典：日本経済新聞 2024年1月17日
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA170F20X10C24A1000000/



1位台湾
2位中国
3位韓国





コロナ禍前の２０１９年の
振り返り
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コロナ禍前 2 0 1 9年は
日本に近い東アジア、
中国・台湾・香港・韓国
からの旅行者が
全体の７割を占める

東南アジアを加えると
８割超がアジアから
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消費額でも
中国１位



コロナ禍前2019年は
３１８８万人で４．８兆円消費

コロナ禍後2023年は
２５０７万人で５．３兆円消費
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人数は２倍弱、消費額は３倍強が国策としての目標で現在は単価があがっている！

インバウンド市場規模の予測

6,000万人

単価アップ！

(消費額：15兆円)

(消費額：4.8兆円)

3,188万人

2030年2020-22年2019年

コロナ禍 将来
出典： JNTO「訪日外国人の消費動向調査」より弊社推計および作成
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単価15.9万

単価25万
2025年目標
単価20万

2023年現在
単価21.2万



2024年春
最新のインバウンド旅客数の
回復状況は？
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2023年10月からイ
ンバウンド旅行者は
コロナ禍前2019年
同月比を上回る
2024年4月は
111.6％の回復
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※日本政府観光局（JNTO）速報より当社作図



・ゼロコロナ政策を
続けた中国の戻りが
遅れていた

・2024年3月度最新
では、65.4%回復

※日本政府観光局（JNTO）速報より当社作図
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インバウンド対応は地球上の80億人を
ターゲットに考えると、すごく難しい！

富士山という観光資源も
「見たい人」「写真を撮りたい人」
「登りたい人」いろいろいます。
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情報収集は、AIの時代です



富士山のご来光を拝むなら「七面山」が一番有名だそうです！

七面山｜山岳信仰の霊山で富士山からのご来光
を拝む！山の力でエネルギーチャージしよう
https://yamahack.com/2040



徒歩で行くことしかできない七面山（標高１９８２メートル）

宿坊は１名様から１０００名の
団体様まで宿泊可能
（日本一の宿坊）

七面山敬慎院
徒歩でしか行くことのできない七面山（標高1982m）50丁目。
https://hayakawakankou.jp/archives/spot/%E4%B8%83%E9%9D%A2%E5%B1
%B1%E6%95%AC%E6%85%8E%E9%99%A2/



インバウンド対応は地球上の80億人を
ターゲットに考えると、すごく難しい！

ではインバウンドをどう考えたらいいか？
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1位台湾
2位中国
3位韓国

2023年インバウンド消費額（再掲）



1位中国
2位台湾
3位韓国

2019年インバウンド消費額（再掲）



2024年の中国からの
インバウンド旅行者はどうなるか？
〜コロナ禍前の振り返り〜
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中国、コロナ禍前２０１９年 ９５９万人は訪日客の中で最多
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2013年から2022年の約10年間で中国の1人あたり名目GDPは約２倍に成長
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※出典：国際通貨基金（IMF）、2023年4月時点暫定値



日本は横ばい・減少、中国は増加し両国の差が縮まる（1人あたり名目GDP）
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※出典：国際通貨基金（IMF）、2023年4月時点暫定値



実質経済成長率において中国は、コロナ禍中もプラスを維持
２０２１年はゼロコロナ政策・内需活性で８．５％を記録
（2023年は予測でプラス5.4％程度）
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※出典：国際通貨基金（IMF）、2023年4月時点暫定値



金額別・可処分所得の該当世帯数
（中国、2002年→2022年）
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※出典：ユーロモニターインターナショナル

2002年時点（黄色）では
可処分所得15万円〜75万円程度が
最も世帯数が多いが全体が豊かになり

2022年時点（赤色）では
可処分所得150万円〜370万円程度に



結果として中国の外国旅行者数は増え、その中でも訪日客は急増した
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中国からのリピーターは年々増え、2019年にはリピーターが約４６％に
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※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査（2011年～ 2019年）」
に基づき日本政府観光局（JNTO）が作成



滞在日数は長期化。2019年 ４〜6日間は56.6％、7〜13日間は39.2％に
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※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査（2011年～ 2019年）」
に基づき日本政府観光局（JNTO）が作成



団体ツアー参加８割近く(2011年)から個別手配主流（6割以上、2019年）へ
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※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査（2011年～ 2019
年）」に基づき日本政府観光局（JNTO）が作成



旅行会社の店頭申込からウェブサイトでの申し込みへ
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※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査（2011年～ 2019年）」に基づき日本政府
観光局（JNTO）が作成



【２０１９年】訪日旅客の６割がリピーターで、東アジア
４地域で８割以上を占めるリピーターほど地方へ行き消費単価UP
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例：訪日回数別に見た訪問地域（上：韓国、下：台湾の比較）

訪日１回目 訪日２回～９回目 訪日10回目以上

韓 国 は 最 も 滞 在
日 数 が 短 い 地 域
な の で 都 市 型 観
光 に な り が ち だ
が 、 そ の 他 の 地
域 の リ ピ ー タ ー
は 地 域 に 足 を 延
ば す 傾 向 に あ る

出典：令和2年観光白書
https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001348279.pdf



２０１８年時点で訪日客の４人に１人は地方空港から直接・日本へ入国
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

（出典）観光庁「訪日外国人消費動向調査」各年版（全目的）から推定

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

温泉スキー

スキー目的の旅行客は

2018年は95万人まで増加！

温泉目的の旅行客は

2018年は1,072万人まで増加！

95万人 1,072万人
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１泊あたり旅行中支出 １位中国、２位香港、３位シンガポール
（旅行１回あたり支出 １位 仏、２位 豪州、３位英国）
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宿泊単価上位１５％の国籍・地域分析では６７％が東アジア
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需要平準化／時期分散：台湾からの旅行者は４月〜７月
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需要平準化／時期分散：香港からの旅行者は１２月と７月にピーク
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需要平準化／時期分散：中国からの旅行者は夏以外は１年中平均的
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2024年のインバウンド対応（まとめ）

【前提】インバウンドを地球上の80億人と考えない

①個人旅行化＆ネット手配は定着
②リピーター増、１回あたり消費額増傾向
（特に東アジア圏で本傾向が顕著）
③嗜好は多様化、定番から文化自然体験へ
④都市観光から地域ローカル体験へ
⑤2024年から本格化の中国市場に注目

Copyright © 2023 WAmazing Inc. All Rights Reserved.
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